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〔科学史研究の新潮流〕

序

この20年ほどでヨーロッパの魔女狩り研究は急

速に進展した.19世 紀の末から蓄積された実証的

な研究を基に,1970年 前後からの魔姑 り研究は,

優れた歴史家たちが広い視点に立った力作を次々

と発表し, それに東」激されて洗練された歴史意識

と大規模な資料の調査に基づく高い水準のモノグ

ラフが数多く発表される成熟した研究領域に成長

してきたlL近 年では,学 生向けに重要な一次資

料 。二次資料のアンソロジーも編まれ,魔 女狩り

の歴史を平易に解説 した教科書も何冊か出版され

ているなど,魔 女狩 り研究は近代初期の歴史の教

育の中でも完全に定着 している。.

研究の進展は,魔 女狩 りは強迫観念に取り憑か

れた邪悪なサディス トが作り出したヨーロッパの

歴史の中のおぞましい孤立 した挿話だという,以

前の研究が多かれ少なかれ共有していた前提を批

判し,魔 女狩りを同時代の歴史の状況に関係づけ

て理解することが必要であるという新しい合意か

ら始まっため.そ の結果, ヒ ュー・トレヴァー=

ローパー,キ _ス .ト マス,ア ラン・マクファー

レン,カ ルロ・ギンズブル久 ェマニュエル・ル=

ロワ=ラ デュリ, ロベール ・マンドルー, ロベー

ル・ミュシャンブレといったョーロッパの中世 ・

近代史の研究をリー ドしてきた斧々たる歴史家た

ちが,異 端の迫害 ・ルネッサンス・宗教改革・絶

対主義 ・科学革命 ・民衆文化の後退などの中世後
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期から近代初頭のヨーロッパ史のランドマークと

なる事件と魔女狩りの関係について広い視点に立っ

た解釈を次々と提出し,か つてのローカルな,時

としてマニアックな興味にしか訴えないタイプの

研究から急速に脱皮してきた。近年の研究の成熟

は,一 次資料の調査に基づく実証的な研究だけで

なく,彼 らが提出した大きな枠組みの仮説の刺激

によるところが大きい.

このような近年の研究の多 くは,魔 女狩りを中

世的迷信の残滓とみなす啓蒙主義以来の史観から

離れ,魔 女狩りを中世に起源を持ちつつも近代初

頭に固有の問題として捉え直す方向で一致 してい

る。「近代と魔女狩り」という問題がいかに逆説

的に見えようとも, クロノロジーを見れば魔女狩

りが近代初頭に特徴的な現象であることは明らか

である()魔 女狩りを支えたデモノロジーが明確

な形を取るのは15世紀の末であり,魔 女裁判がピー

クに達するのは,幾 つかの例外的な地域 (例えば

18世紀に魔女狩りが始まったポーランド)を 除い

て、16世紀後半から17世紀前半である.す なわち

フランスでは絶対主義が浸透 しつつあり (絶対主

義の理論家のジャン。ボダンは魔女狩りの手引書

も出版している),オ ランダ ・イングランドでは

市民革命が戦われた時期 (イングランドで最もイ

ンテンスな魔女狩りは内乱の最中の1645年に起き

ている),科 学史のクロノロジーで言えば, ベー

コンやガリレオやデカル トといった科学革命の巨

人たちの生涯と重なる時期に, ョ ーロッパの魔

女狩 りはクライマックスに達 している.俗 耳に

ROad  入
りやすい 「中世の魔女狩 り」 という言葉 は甚

だ しい時代錯誤であることを改めて強調 しておき
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ナこヽ .ヽ

近年の研究の多くが共有しているいま
一つの態

度は,魔 女狩りの発生と終焉を魔女狩り
の手引書

を書いた神学者
・法学者 ・牧師や実際に裁判を行っ

た裁判官たち,一 言で言ってエリ
ートの態度の変

化のみに関係づけるのではなく,エ リ
ートの文化

と民衆文化との力学の中に位置づけよう, という

パースペクティヴである.1967年 にトレヴァ
ー=

ローパーは 「村の迷信」の問題を意図的に不間に

付 し,歴 史家にとつて重要なのは迫害者である教

養あるエリ
ートの態度だけであるかのように問題

を取り扱った
め.魔 女狩りが (トレヴァ

ー=口 ~

パーがなぞらえるように)ナ チのユダヤ人狩りの

ようなモデルで,す なわち裁判官たちが町や村を

巡回 して怪 しい人間を拷間にかけて自白を引き出

し魔女として処刑していたならば,問 題になるの

は迫害のロジックだけであろう.(映 画 『薔薇の

名前』をご覧になった方はそのような印象を持た

れたのでは ?)し かしヨ
ーロッパの魔女狩りにお

いては,魔 女の告発のイニシアティヴはエリ
ート

の側でなく魔女と顔見知りの村の隣人が取ってお

り, この告発者たちはエリ
ートが持っていたのと

は別なロジックを使って隣人を魔女だと名指して

いる, というのが現実である
。.魔 女狩 りは権力

の側からの一方的な迫害として行われていたので

はない ケ ースを解釈するのはエリ
ートの側だっ

たが, ある人間を魔女として法廷に連れてきたの

はほとんどの場合民衆の側だったのである 魔 女

狩りを近代初頭のエリ
ートの文化の問題としてだ

けでなく, より広い社会史のコンテクストで論ず

ることが必要だという合意は以上のような事情に

基づいている.

この小稿の目的は,上 に概観 したような方向で

進んできた近年の魔女狩り研究の成果を紹介し,

今後どのような方向の研究が可能かを示唆するこ

とである.「海外研究動向」という枠組みを考慮

して,で きるだけ多くの興味深い刺激的な立論の
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ェッセンスを好意的に紹介することに力を注
いだ

全体を通じて,筆 者はレヴュ
ーアー以上の役害1を

僣称 しない こ の小稿の以下の部分は3節
に分か

れ,第 1節でデモノロジ
ーの思想史,第 2節 で魔

女裁判の社会史,第 3節 では魔女狩りの衰退
の間

題を取り扱う。細かい史実や地域差などのディ
ー

テイルに関する情報は最少限にととめ,紙 幅の都

合で法制史上のテクニカルな議論や戦争
・飢饉 。

流行病 ・経済的危機などと魔女狩りとの関係
など

の幾つかの重要なポイントを割愛 した
7).魔女狩

りがヨーロッパ全体を覆った現象であることを反

映して各国語で研究が出版されているが,筆 者
が

ヵヴァーしたのは主として英語で書かれたものと

フランス語の研究のごく
一部だけである。魔女狩

りが最も激 しく,組 織的な魔女狩り研究が最初
に

始まった ドイツ語圏が,近 年国際的に評価が高
い

オリジナルな優れた解釈を提出していないような

印象を筆者は持っているが, これが大きな見落と

しでないことを祈っている.

1.デ モ ノロジーの思想史

文化人類学者が明らかにした他の地域の魔女徘」

の観念と異なり, ヨ
ーロッパの魔女は単に超自然

的な方法で危害を加えるだけでなく, この能力を

悪魔との契約によってキリスト教を拒む事と引き

替えに手に入れ,夜 間に空を飛んでサ
バトに集まっ

て悪魔崇拝の儀式を行うと考えられていた  ヽこ

のキリスト教に特徴的な悪魔の理解は,初 期中世

から長い時間をかけて神学や自然哲学などにより

進展し,15世 紀の後半に明確な形を取る。この長

ぃプロセスのなかで特に重要なのは, スコラ哲学

で論 じられた悪魔と魔術との関係と,12世 紀から

異端の迫害をきっかけにしてキリスト教と社会の

敵に関するステレオタイプが形成されたことであ

る。

中世の思想がデモノロジ
ーの形成に果たした役

割については, 」.B ラ ッセル, エドワ
ー ド・ビー
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ターズらが詳細な研究を発表している。.教 父時

代からキリスト教哲学者は,魔 術 ・占星術などの

異教の教養をキリスト教から切り離 し,そ れらは

悪魔の欺きであり迷信であると論 じ,魔 術師はア

ンチ=キ リストの手先であると非難 してきた.7

世紀のビザンティンでは,司 教職を得るために悪

魔と契約を結んだ聖職者の物語も書かれ,現 世で

の利益と引き替えに神を捨てるように人間を誘惑

する悪魔の姿も定着 しており,修 道院の初心者向

けの手引書のなかでは,悪 魔の誘惑に対して信仰

と規律で身を守るようにしばしば忠告されている.

こういった長い歴史を持つ魔術と誘惑する悪魔を

結びつける観念を水脈にして,12世 紀にアラビア

とギリシアの文献がヨーロッパに流入し,そ れら

に含まれていた魔術への関心が増大したときも,

スコラ哲学者たちの多くは魔術に対 して,む しろ

これまでより厳 しい態度を取った.ロ バート・グ

ロステスト,オ ーヴェルニュのギヨーム, トマス・

アクィナスなどの影響力があった哲学者は,魔 術

や占星術の詳細な知識に基づいて,そ れらの多く

は悪魔の技であると論 じている1の.魔 術に対 して

より共感を示した学者―例えばダンテ 『神曲』で

地獄に落とされた魔術師として悪名高いマイケル・

スコットーも.星 の影響などの自然的な方法で達

成される魔術の存在を主張 しつつ,少 なくとも魔

術の一部は悪魔の助けを借りたものであることを

認めていた こ れら12・13世紀のスコラ哲学者の

デモノロジーは,以 前から存在した誘惑する悪魔

と悪魔の助けを借りた魔術に関する観念を, ヨー

ロッパのインテリに共有された体系的な世界観に

はめこみ,そ れらを孤立 した不思議な現象ではな

く,合 理的な説明と関心の対象である世界の働き

の一部であるとした。この結果,悪 魔と魔術につ

いての考察は教養ある人間が学ぶべき知識の一部

になり,後 にデモノロジーが広 く知識人に共有さ

れる素地を作った。

高度に洗練された哲学的な議論の外でも,後 期

魔女狩りと近代ヨーロッパ (鈴木)

中世のヨーロッパの知識人たちは悪魔と繋がりを

持つ人間についての強力なステレオタイプを形成

していた.ノ ーマン・コーンらが示 したように,

カタリ派 ・ワルド派などの組織的な異端を迫害し,

彼らを徹底して邪悪な敵として塗り潰すために,

異端者たちは秘かに集まって同性愛 ・異性愛の乱

交や近親相姦に耽り,嬰 児を屠ってその肉を貪り,

キリスト教の儀式をあざけって悪魔を崇拝 し,善

きキ リスト教社会と道徳を根本から転覆すること

を企んでいる, という社会の敵についての像が形

成された
・)。この異端者のステレオタイプは, 社

会の他の望ましくないセクターの上にも写像され,

らい病患者は獣のような無差別な性欲を持ち (イ

ゾルデは姦通の罰としてらい病患者に輪姦される

よう定められる),ユ ダヤ人は悪魔を崇拝 じキリ

スト教徒の嬰児を殺して喰う (『ヴェニスの商人』

のシャイロックは肉を要求する), な どのイメー

ジが12世紀以降着実に広がっていく
1の.こ の邪悪

な社会の敵の像は魔女の上に徐々に結晶 し,14世

紀の始めから魔女裁判の記録に,単 に超自然的な

方法で危害を加えたという罪状だけでなく,悪 魔

の集団崇拝や嬰児殺しなどの罪状が現れるように

なるD.魔 女と異端やユダヤ人のイメージが重なっ

ていたことは,「魔女」をさす言葉 として, しば

しば 「カタリ」「ワルド」という異端をさす言葉

が訛った形が用いられ,ま た魔女が悪魔を崇拝す

る集会は 「サバト」「シナゴーグ」などのユダヤ

教のボキャブラリーで呼ばれたことからも明らか

である・).

これらの魔術についてのスコラ哲学の精密な議

論と,キ リスト教社会の敵を迫害する強力なイデ

オロギーが融合して,悪 魔と契約を結んで得た超

自然的な手段で人に危害を加え, サバ トで集団的

な悪魔崇拝のおぞましい儀式を行う魔女, という

ヨーロッパの魔女の標準的なモデルが作り出され

た。15世紀始めのフランスやスイスー当時ワルド

派が迫害されていた地域―の魔女裁判の記録では,

(39)
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すでにこのモデルが確立されている
。 ド イツで

異端審間に携わつていた二人のドミ
ニコ会士,ハ

インリッヒ・クラ
ーマーとヤ~コ プ・シユプレン

ガーが,教 皇イノセント8世 の勅書とともに悪名

高い 『魔女に与える鉄槌』を1486年に出版
した時

には,魔 女裁判のロジックは法廷ですでにある程

度確立していたのである.1520年 まで
に14版を重

ねた 『鉄槌』は,魔 女の観念を作り出したと
いう

よりむしろ,出 版された裁判マ
ニュアルの形で魔

女の審間を標準化し
“ヽ 魔女についての観念をヨ

ー

ロッパ全体に広める役割を果たしたと言える.魔

女=背 教者という 『鉄槌』が標準化した観念
に基

づいて,魔 女は人や動物に危害を加えただけで
な

く,キ リスト教に対して直接敵対したとみ
なされ,

生きながら火災りにされるという
一裁判官はしば

しば絞首刑に処して温情を示したが
一最も厳しい

処罰の対象となった。(目に見える危害を加
えな

くとも,悪 魔と契約を結んだというだけで魔女は

極刑に値す る, と い う極端 な見解す らあ
っ

た、)

『鉄槌』が果たしたもう
一つの役割は,女 性は

男性より劣った危険で邪悪な存在であると
いう,

主としてスコラ哲学で唱えられていた観念,特
に

女性を危険な誘惑者とみなした修道士に顕著
な観

念を魔女の観念と結びつけ,魔 女
=女 というステ

レオタイプを作り上げたことである ド ミ
ニコ会

の修道士であった 『鉄槌』の著者によれば,女 性

は知性に欠け,信 仰が弱く,虚 栄心が強いので物

質的な利得を追い求め,男 性よりも性欲が激し
い

ので,悪 魔の誘惑に陥りやすい
1つ 魔 女狩 りと女

性の問題については次節でまた触れるが,『鉄槌』

が確立した魔女=女 という観念は, ヨ
ーロッパ全

体を平均 して魔女 として処刑された人間
の約

80%が 女性であるという事態に確実に貢献 して

いる.

1480年から1520年くらいまでの期間は,『鉄槌』

を始めとして多くのデモノロジ
ーが出版され,魔
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女狩りのモデルが確立される時期であ
る.し かし

1520年頃からの約半世紀間,宗 教改革と反宗教改

革の初期の激動期に,奇 妙なことに
ヨーロツパの

各地で魔女裁判もデモノ
ロジーの出版も底を打つ

B).そ して1560年頃から,以 前よりずっと激 しさ

を増 して魔女狩りが再開し,そ れまで魔女狩り
を

知らなかった地域でも大規模な魔女裁判
が始めら

れた時に,再 びデモノロジ
ーの出版も盛んになる.

地域によつては,デ モノ
ロジーヘの興味が直接魔

女狩りを引き起こす原因になって
いるケース (例

えば1590年代のスコットランド)も ある。人文主

義と宗教改革が激しく攻撃した
スコラ哲学 ・異端

審間 ・修道院というフアクタ
ーを背景に作られた

デモノロジーが,16世 紀を生き延びて世紀
の後半

にさらに強力になって復活したのは
一つの謎であ

る.お そらくこれは,魔 女裁判の復活が新た
なデ

モノロジーヘの需要を産んだためであり,『鉄槌』

以来の一連のデモノロジ
ーと魔女裁判の連動 した

パターンは,デ モノロジ
ーが現実の魔女狩りを支

え正当化するプラクテイカルな性格を持って
いた

ことを示す

しかしながら,精 妙なスコラ哲学に
一つの起源

を持つことからも察することができるように, デ

モノロジーは知的に洗練された営みとしての
一面

も持っていた
")『 鉄槌』 自身, スコラ哲学的な

学問的討論の形式を取って書かれており,魔 女
の

実在とその有罪を合理的な議論によ
つて証明しよ

うという目的を持っていた 16世 紀の後半以降,

とりわけドイツの医師ヨ
ハン。ワイヤ~の 『悪魔

の欺きについて』(1563)や イングラ
ンドのジェ

ントリのレジナルド・スコットによる 『魔女術の

解明』(1584)な どの著作が, 魔女を有罪 とみ
な

す根拠を学問的な議論によつて否定し,そ れら
に

対する反批判がジヤン
・ボダンやスコットランド

王ジェイムズⅥ世 (後のイングランド王
ジェイム

ズ 1世 )に よって出版されるという段階に入ると,

デモノロジーは高度に知的な論戦が戦わされる領

(40)



域になる。そして, スチュア
ート・クラークが示

したように, この魔女についての議論は,旧 い史

観が誤って前提していたようなドグマティックな

魔女狩り全面賛成派と進歩的な全面否定派の対立

という図式を取らずに,聖 書の解釈
・全ての 「魔

術」が悪魔の技かどうか
。魔女が飛行したり姿を

変えたりすることが可育しか否か
。などのさまさま

なポイントに関して同時代の複数の思想の潮流を

反映しながら少しずつ異なった見解が存在する,

発達 し複雑化 した姿を取っていた.

この複雑なデモノロジ
ーの論争のなかで中心に

なったポイントの一つは,聖 書や古典古代の文学,

教父やスコラ学者の書物,中 世の年代記や聖人伝

などの膨大な文献に現れる魔女についての記述の

解釈である.こ れら 「書かれた」証拠の中で特に

重要だったのは,人 文主義と宗教改革の影響で聖

書の字句の正確な解釈に関心が高まっていたこと

も反映して,聖 書であった.(特 に 「聖書のみ」

を主張したプロテスタント諸派にとつて。)旧 約
・

新約とも聖書は魔女の実在と厳しい処罰を主張す

る論者に圧倒的に有利な記述を数多く含んでいた.

彼らはこぞって 『出エジプ ト記』の 「魔女を生か

しておいてはならない」や 『サムエル言副 のエン
・

ドルの魔女の記述を引き,悪 魔や魔女の実在を疑

うものは聖書に明確に書かれていることを疑う無

神論者であると論陣を張った こ の強力なポレミッ

クに対し, ワイヤーはヘブライ語学者の助けを借

りて,聖 書で言及されている 「魔女」という言葉

は実は 「毒殺者」を意味すると反駁した。スコッ

トは当時霊魂否定論者として激しい攻撃の対象に

なっていたピエトロ。ポンポナッツイと同じ見解

を取って,聖 書で言われている悪魔は人間と関係

を持ち得る実在ではなく,単 に人間の理解を超え

た技が行われたときにそれを説明するための比喩

だというカトリック・プロテスタントのどちらに

とっても受け入れがたかったラディカルな議論に

基づいて魔女と悪魔の実在を否定した
20.こ の二

f f i t r .W? t iEfts-tr  7/{  (r+x)

人の最も著名な魔女狩り反対論者はともに,カ ト

リック教会の奇跡と儀式は全てまやかしであると

いうプロテスタントの激しいカトリック攻撃のポ

レミックを共有しており, トレヴァ
ー=ロ ーパー

が魔女狩りを止めたファクタ
ーとみなした宗教上

の寛容の原則に従って魔女狩りに反対 しているわ

けではない.宗 教的寛容はむしろ, ワイヤ
ーを徹

底的に反駁した魔女狩り賛成派のボダンが別の著

作で強力に表明している.魔 女狩りは宗教的な敵

対がもたらす社会の危機の産物で, その危機が最

終的に寛容の原則によって解決された時に魔女狩

りが終わった, というトレヴァ
ー=ロ ーパーのモ

デルは少なくともワイヤ
ー, スコットと彼らをめ

ぐる論争には妥当しない
").

デモノロジーの論争はこういった聖書などをめ

くるプッキッシュな議論だけでなく,法 廷で得 ら

れた魔女の自白や証人の証言などの経験的な証拠

の解釈をめぐる議論も含んでいた.こ のタイプの

議論においては,魔 女が悪魔の助けを借りて行っ

たとされている行為を自然哲学的にどう説明する

かがポイントになる も ともと9世糸己ごろに成立

した教会法においては,魔 女の空中飛行などは現

実に起きることではなく幻覚 ・夢であり, こういつ

た行為の実在を信じることは迷信であると主張さ

れており,15世 紀以降においても,魔 女狩り反対

派はもちろん賛成派によってもこの教会法の意見

は常に意識されていた 悪 魔と魔女に何が可能で

何が不可能かをめぐっては意見の差があったが,

アクィナスの定式化以来,真 の奇跡を起こすこと

ができるのは神だけで,悪 魔の技はいかに不可思

議に見えようとも自然の働きの範囲に入っている,

という点に関してはデモノロジストの間にはぼ完

全な合意があった.そ れゆえ,悪 魔と魔女に帰さ

れている事のうち何が事実で何が虚偽かという間

題は,「自然の働き」の境界設定の問題 と重なっ

ていた.例 えば,「魔女が動物に変身することが

できるか」「魔女が空中を飛行できるか」などの

( 4 1 )
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問題は,「人間に隠されている自然の手段を用い

て悪魔はこれらの驚異を引き起こすことができる

か」という問題として議論されたのである ク ラー

クが鋭く指摘するように,悪 魔の介入は超自然的

な説明で,悪 魔によらない説明は自然的 ・科学的

な態度, という現在の多くの魔女狩り研究者です

ら前提している図式は,「自然」というカテゴリー

についてのアナクロニズムに基づいている2の。

科学的 。経験的な自然哲学と悪魔と魔女の実在

を論ずるデモノロジーが完全に両立 したことを示

す例が,王政復古期のイングランドでジョゼフ・

グランヴィルがヘンリ・モアやロバー トoボィル

に支えられて出版したデモノロジーである")以

前の多くのデモノロジーは聖書の解釈などの書物

の上の証拠と魔女の自由などの 「現実の」証拠の

双方を用いたが,グランヴィルは当時ロイヤル ・

ソサイエティを中心に確立されつつあった科学の

方法を反映して (彼はそのフェローであり,ベ ー

コン主義のスポークスマンであった), 裁判での

証言などの 「現実の」証拠を収集 し,それらを魔

女の実在を証明する議論の要石とした。グランヴィ

ルらにとって不幸なことに,当 時現実の魔女狩り

が激減していたので,彼 らが企画した大規模な経

験的な証拠の収集に基づくデモノロジーは素材不

足で短命に終わったが, このロイヤル ・ソサイェ

ティの中心メンバーたちの例は,魔 女狩りと近代

科学を単純に対立させることができないことを示

している

思想史研究における政治やイデオロキーの役割

への注目を反映して,デ モノロジーと当時の政治 。

イデオロギーとの関係も,幾 つかの優れた論考の

対象になっている。その中で最も大きな野心的な

仮説はクラークが提出したモデルである ク ラー

クは,近 代初頭の論理学 ・レトリック・政治学な

どの分析を通じて,当 時の 「言語ゲーム」あるい

は 「思考の文法」のエッセンスを抽出し,デ モノ

ロジーがそのゲームの規則に忠実に則った知的営

Vo1 20 NO l

みであったことを示そうとする24).クラークによ

れば,近 代初頭の言語ゲームの基本はヒエラルキー

の頂点とその正反対の位置を占める二つのものを

対照し,後 者によって前者を際立たせ,前 者の正

しさと価値を再定義することであった 正 義や真

理,正 しい宗教と政治などの 「秩序」の維持と再

生産のためには,そ れと正反対の 「無秩序」を仮

想し (あるいは 「愚者の祭り」のように意図的に

作り出し),そ の無秩序との対比によって秩序を

表象することが必要だったのである.無 秩序を対

比的に想定 し表象する戦略に従って,魔 女はサバ

トで十字架を踏み付け,聖 餅に唾を吐きかけ, ミ

サを逆から唱え,後 ろ向きにダンスをすると描か

れる.王 権神授を称えたジェイムズⅥ世がデモノ

ロジーを出版 し魔女を裁くことの必要を説いたの

は,神 ―悪魔という対立項,神 の地上の代理人と

しての国王―悪魔の配下の魔女という対立項を設

定し,そ の対比によって自らの政治の正 しさを再

認識させ秩序を再生産しようという当時のゲーム

の規則に従った結果である, とクラークは論ずる

クラークのこの議論は必要以上に壮大に作られ

たモデルに基づいているせいか,「実証的Jな 歴

史家たちの評価は高くないが, もっと注目されて

然るべきモデルである ク ラークのモデルの一っ

の長所は, 18世紀にデモノロジーが顔1的に没落 し

たことを,新 しい秩序の再生産のゲームの登場と

して巧く説明できることである デ モノロジーが

衰退する17世紀の終わりから18世紀はヨーロッパ

全体が政治的に比較的安定した時代,「 17世紀の

危機」が終わった時代であり,魔 女を焼 き殺 して

まで秩序を再生産する心理的な必然性が薄れた時

代である.ま た政治的闘争において悪魔に対する

聖戦というファクターは重要性を失い, より世俗

化 した闘争のレトリックが用いられたため,悪 魔

の配下を敵にする必要が低下 した さ らにイン

グランドにおいては議会制と政党政治―ヒエラル

キーの唯一の頂点である神授権力の王による支配

(42)



魔女狩りと近代ヨーロッパ (鈴木)

とは全 く異質な秩序のモデルーが確立した時代で

あり, ジェイムズⅥ世が行っていたゲームとは異

なったものが支配的になった時代であると論ずる

ことができるだろう.ク ラークの政治の表象の言

語ゲームの概念装置がデモノロジーを説明するオー

ルマイティのモデルでないことは言うまでもない

が, クラークに続 くデモノロジーと政治のシンボ

リズムについての研究が現れることを筆者は強く

期待 している

2.魔 女狩 りの社会史

多くの聖俗の法廷で行われた魔女裁判を図式化

すると,1)裁 く側,2)裁 かれる側,3)告 発者の

三者が構成 していた2D。このうち,1)の 判事な

どの裁き手は,デ モノロジーの著者たちと同じ教

養あるエリートの社会的グループに属しており,

多くは悪魔との契約やサバ トなどの観念を信じて

いた。 ニ コラ・レミのように自らのロレーヌでの

魔女裁判の経験を取り入れてデモノロジーを出版

した判事たちもいる も ちろんすべての判事がデ

モノロジーの観念に基づいて有罪判決を出してい

たわけではない イ ングランドの多くの魔女は、

彼らが加えたとされる危害にのみ基づいて有罪と

されており, デモノロジーの痕跡は-1603年 から

ジェイムズ I世 を国王に戴き,悪 魔との契約は改

正された魔女狩り法で強調されていたにもかかわ

らず―法廷では殆ど見いだせない20。しか しこう

いった例外を別にすれば,魔 女を裁いた判事たち

の多くは,程 度の差こそあれデモノロジーを信じ

ていた

2)の 魔女と3)の告発者は同一の 「民衆」 とい

うくくり方ができる社会的なグループから来てお

り,地 理的にも同じ村の顔見知りであることが多

かった_両 者の社会的なスティタスの間には若干

の差があったが (総じて告発者の方がやや上であ

る),両 者とエリートの裁き手とのギャップの方

がずっと大きい。 このギャップが最 も明らかな

のは,民 衆はデモノロジーを信 じていなかったと

いう点である.告 発は人間,動 物,農 作物などに

魔女が不思議な仕方で危害を加えたというもので

あり,悪 魔との契約やサバ トなどは全く現れない。

総じて悪魔に対する神学的恐怖はエリートのもの

であり,民 衆にとって霊の呼び出しや魔術などの,

エリー トが悪魔の技とみなした行為は,人 間の力

を超えた聖なる力へのアクセスの手段の一つであっ

て,問 題になるのはそれらが悪意に基づいて悪い

結果を産むか (邪悪な 「黒い」魔女術), それと

も善意によって望ましい事態をもたらすか (「白

い」魔術)で あった。魔女裁判において,ェ リー

トと民衆は 「魔女」という言葉で違うものを意味

していたのである2つ.

魔女として裁かれた者のプロフィールについて

は,膨 大な裁判記録の地道な調査の結果,か なり

確かなことがわかっている2の。比較的確実な概算

によれば, ョーロッパ全体で10万強の人間が魔女

として裁判にかけられ,6万 近 くが処刑された。

しばしば誤解を招く仕方で比較されるナチのユダ

ヤ人狩りと違い,魔 女は属性ではなく行為に基づ

いて裁かれていたので,広 く既婚未婚 ・貴賎の老

若男女から犠牲者がでている し か しやはり,現

在 「魔女」と言ったときに普通に想像される 「孤

独な貧しい老婆」というステレオタイプは,現 実

の犠牲者の像に比較的合致するといってよい 14

世紀前半に散発的に起きた魔女裁判では,宮 廷で

の政治的陰謀との関係で処刑された上層の人間が

主流であったが,そ れ以降は圧倒的多数の犠牲者

が社会の下層から来ている.富 裕な商人や牧師,

判事やその家族などのエリー トが魔女として裁か

れるのは連鎖反応で起きた大量処刑のきわめて例

外的な場合に限られていた (裁 き手 と同 じ階級

に属する大学出の教養ある魔術師が悪魔との契約

の罪状で裁かれたことは殆 となか った29)ま

た, ヨーロッパ全体で裁判にかけられた者のうち

80%近 くが女性であり,例 えばジュネーヴで告
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発された (男女併せた)魔 女のうち75%が 50歳

以上であり, イングランドのケントで告発された

女性の魔女のうち,結 婚 していないものは79%

を占める (未亡人 44%,未 婚者 35%)3の。

この老年の独身の女性への偏りを説明するため

に様々な試みがされてきた。キャロライン・マー

チャントら歴史的にナイーヴな論者は,あ たかも

デモノロジーやエリートの書物に表明されている

女性を邪悪な敵とみなす思想が直接この偏りを作

り出したかのように議論しているが,魔 女の告発

のメカニズムを考えると, このタイプの議論には

説得力がない■).よ り洗練された説得力がある解

釈は職業的 。社会的 。経済的なファクターを重く

見ている。告発された魔女の中には,薬 草などの

知識に詳しい (それらを毒薬に調合することもで

きると恐れられていた)調 理人や,民 間治療者

(癒すことができる者は魔術により病気にするこ

ともできるとみなされた),出 産の現場に立ち会

う (新生児に危害を加える機会があると考えられ

ていた)産 婆がしばしば現れる ま た,社 会の下

層の高齢の未亡人や独身女性が十分な収入を得る

機会は少なく,彼 女らはしばしば貧しく慈善に頼っ

て生きている気難しい村の厄介者になっていた

しかし, これらのソリッドなファクターに較べて

実証は難 しいが,近 代初頭のヨーロッパは戦争や

流行病などの結果未亡人が増え,プ ロテスタント

諸国では修道院の解散などで,社 会的に安定した

しかるべき役割を持たない女性に対する懸念が増

大 していた時期であり, これを背景に父や夫など

の男性の権威に服従していない女性に対する漠然

とした不安が,魔 女の告発に何らかの役割を占め

ていたことも確実だろう
")

魔女として告発された者たちが現実に何をした

のか, という問題は最も難しい。魔女の自白の中

に含まれているサバ トヘの飛行や悪魔との性交を

全て現実にあったことだとみなす,常 識から極端

に外れた見解をとる歴史家は今ではいない.こ れ
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らの自白は殆どの場合拷間のもとで得られたもの

であり,拷 間の苦 しみから逃れるために魔女たち

は判事が聞きたがっていること
―デモノロジーに

描かれていること―を何でも語ったという解釈が

妥当である.難 しいのは,果 たしてサバトなどの

集会がデモノロジーによる全くの捏造なのか,そ

れともその核となる行為が実際に存在したのか,

という問題である。多くの歴史家は前者の見解を

取っているが,後 者の見解を支持する幾つかの優

れた研究もある エ マニュエル・ル=ロ ワ=ラ デュ

リは,魔 女は厳 しい領主への反抗としてキリスト

教を捨てたという19世紀の ミシュレの見解を再生

し,キ リス ト教と中央集権国家に屈しなかった山

岳地方の農民は,権 力と秩序に対する象徴的な反

抗として逆 しまの世界観を持った, と論 じてい

る3の ょ り重要な発見は,カ ルロ・ギンズブルグ

が北イタリアのフリウリ地方の異端審間の記録か

ら発掘 してきた 「ベナンダンティ」の驚くべき例

である34)。フリウリの農民の間に広く信じられて

いた豊饒儀礼に関する民間信仰によれば,特 殊な

能力を持った人間である 「ベナンダンティ」の霊

魂は,夜 間にウイキョウの枝に乗って空を飛んで

集まリー帯に乗ってサバトに集合する魔女の原型―

悪霊たちと戦って, その戦いに勝つとその年は豊

作になると信 じられていた 異 端審間官たちはこ

の民間信仰をきわめて慎重に取り調べた結果,彼

らは魔女であると結論 している ギ ンスブルグの

発見が民衆信仰の歴史の中で極めて重要であるこ

とは言うまでもないが, しかしこの 「豊饒儀礼が

エリー トによって異端と背教として解釈される」

というパターンがヨーロッパ全体の魔女狩りの歴

史にとってどの程度妥当するかについては,多 く

の歴史家は消極的な態度をとっている39「 証拠

の不在は不在の証拠ではない」のはもちろんだが,

このパターンは他の地域の裁判記録に殆ど現れな

い。現実に何 らかの形でサバ トと類似性がある民

衆信仰ゆえに魔女として裁かれた人間の数は決し

(44 )
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て多くはないと信 じてよい.

魔女狩りの犠牲者の多くは,デ モノロジーが広

めた集団的悪魔崇拝の観念と拷間の使用によるも

のである.エ リック・ミデルフォートが南西 ドイ

ツの魔女狩りの研究で示すように,莫 大な数の魔

女が社会を転覆 しつつあるという恐怖に駆られた

判事たちは,悪 魔の配下を根こそぎにしようとし

て,魔 女だと告発されたものがサバ トで見かけた

仲間の魔女の名前を自状するまで拷間を止めず,

その結果拷間と自白の連鎖反応で次々に魔女が処

刑されるという状況が出来する.こ のタイプの魔

女狩りにおいては,拷 間の効果とサバ トの観念の

みが暴走し,無 差別な処刑が行われる.ト リール

の魔女裁判では,平 均すると1人 の魔女は約 20

人の共犯の名前を自白させられている。エルヴァ

ンゲンにおいては16H年 の 70歳 の老婆の拷間と

処刑をきっかけにして大規模な魔女狩りが始まり,

同年の約 100人 ,翌 年の約 140人の処刑を頂点に

魔女狩りは猛威をも、るい,犠 牲者には, オルガニ

スト,聖 職者,判 事とその妻などが含まれ,街 を

訪れたイェズス会士はこのままのペースで魔女狩

りが進めば一人残らず処刑されてしまうと恐れて

いる デ モノロジーと拷間の使用は,一 件の魔女

裁判が始まれば連鎖反応で大量の犠牲者を出す仕

組みを持っており, この特にドイッに顕著なメカ

ニズムによってョーロッパの魔女狩りの規模は著

しく大きなものになったことは確実である36).

しか し大量処刑の最初の一弾きとなった告発

や,孤 立 した告発はいかにして行われたのだろう

か ? こ のメカニズムを説明したモデルのなかで

現在最も広く受け入れられている古典的なものは,

キース・トマスとアラン・マクファーレンがイン

グランドのェセックスの記録の研究に基づいて20

年以上も前に発表 したものである3つ。彼らはまず

エセックスの魔女裁判の告発は殆ど例外なく,人

間や動物が奇妙な死に方をしたり原因不明の病気

に罹ったり,農 作物やチーズなどにダメージが与

えられたりする災難によって誘発されることを示

した_災 難に遇ったものは同じ村の住人が魔術に

よって危害を加えたと告発するが,魔 女だと名指

された者と被害者の関係はある共通のパターンを

示す.魔 女と告発されたものが′l颯のお金,食 料,

薪などの物乞いをし,被 害者がそれを拒み, しば

しば彼女が悪態をつぶやきながら (これが後に呪

文であると解釈される)立 ち去る, というパター

ンである。この時に物乞いを拒んだ側に罪の意識

が発生する 当 時すでにエリザベス救貧法が徐々

に施行されており,貧 困は個人の責任であり,慈

善は国家が正当なシステムに沿って正しい貧民に

のみ行うことであり,個 人が無差別に施しを与え

ることはむしろ貧民の怠惰を助長する悪習である

との観念が広まりつつあったが,一 方で施 しを拒

むことはキリスト教徒としての慈善の義務と共同

体の相互に助け合う義務を履行 しなかったことに

なるからである。この罪の意識ゆえに,災 難に見

舞われたときに,彼 は即座に自分が施 しを拒んだ

相手を思い浮かべ,彼 女を魔女だと告発 し本当の

悪人は彼女だと自分に説得することで,そ の罪の

意識を拭い去ろうとする。魔女の告発は古い共同

体と慈善の理念にそむいた罪の意識を他人に転嫁

するという機能を担っていた, とトマスとマクファ
ーレンは結論する.こ の鮮やかなモデルは,確 実

な証拠によって支えられているばかりでなく, な

ぜ魔女告発が16世紀から17世紀に集中していたか

を大きな歴史の流れの中で説明している.貧 富の

差が大きくなりつつあり,貧 困と慈善に関する古

い共同体的な理念が新 しい個人主義的なものに変

わりつつある 「移行期」の社会において,魔 女告

発は心理的なカタルシスの役割を果たしたのであ

る

エッセクスにおいては,新 しい社会の理念に片

足を乗せたより豊かな告発者が自分より貧 しい者

を魔女だと告発している。 1692年に 19人 が処刑

されたァメリカで最も有名なセーラムの魔女裁判
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は,同 じ移行期の産物ではあるが,全 く逆のパター

ンー古い社会の理念にしがみついている貧しい側

が新しい理念を代表するより豊かなものを魔女だ

と告発する―を示していることをボイヤーとニッ

センバウムの緻密な共同研究が明らかにした“).

セーラムの村には魔女パニンクが始まる数十年前

から,二 つのグループの緊張が続いていた.一 方

はセーラム村の親都市である近隣の大きな国際的

貿易都市 (セーラム市)と の商業的繁がりによっ

て経済的に上昇 しているダイナミックなグループ

であり, もう一方はセーラム村はセーラム市から

独立 した組織になり地域住民の独自の共同体を作

るべきだとする経済的に没落しているスタティッ

クなグループである。パニックの直前には,後 者

のグループは村の新しい牧師を味方に付け,牧 師

の説教を通 じて,個 人の欲得を共同体の理念に優

先させる利己的な者は,よ きキリスト教徒の村に

潜む裏切り者のユダであり, キ リスト教道徳に挑

戦する悪魔の手先であるというポレミックを組み

立てていた。若い娘たちが悪魔憑きのような奇妙

な発作を示したときには,後 者のグループが前者

のグループを背教者で魔女であると告発する条件

は熟していたのである

魔女の告発が発生した村のレヴェルでの力学は,

ロベール ・ミュシャンブレの野心的な解釈により,

より大きな政治 ・イデオロギーの問題と関係づけ

られている39 ミ ュシャンブレは主としてフラン

スの事例の研究から, トマスやマクファーレンが

発見した経済的 。社会的に 「上から下への」魔女

告発のパターンを発見する し かし彼の解釈によ

れば,告 発者がしているゲームは心理的浄化のそ

れではなく,絶 対主義国家のイデオロギーが村の

日常生活のレヴェルヘと浸透 していた時代に,風

向きを敏感に察知 して時流に乗り遅れまいとする

身振りであった。近代初頭のフランスは,絶 対主

義と反宗教改革の聖俗の両権力が中世には 「閉じ

られていた」農村に浸透し,個 々の農村を中央に
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対 して 「開かれた」ものにすること,つ まり民衆

がそれぞれ属している共同体に特有な文化的規範

ではなく,普 遍的に妥当する単一の規範に従うよ

うに仕向けた時代であった こ の規範化にとって

重要なのは,民 衆が各々の独自のルールでなく国

家によって与えられる法を用いて行動すること,

民衆同士の間で問題が起きたときに彼らの間でそ

れを解決するのではなく,そ の問題を法廷に訴え

ることである.魔 女の告発者たちはこの新 しい規

範された問題解決法を採用した。家畜が奇妙な死

に方をした時に,個 人的な復讐や保護用逆魔術の

使用によってその問題に対処するのではなく,誰

それが魔女術をかけたと法廷に訴え出ることが絶

対主義のイデオロギーが要求した文化的な慣習で

あった.民 衆文化の改革が進み, フランスの農村

が 「開かれた」ものになっていく時期に魔女告発

が起きたのは,一 部の富裕な農民たちが新しい文

化的規範を採用したからである.即 ち,16世 紀末

から17世紀前半の魔女告発の増加は, フランスの

権力がもくろんだ規範化と近代化が成功 したこと

を語っている, と ミュシャンブレは結論する

ミュシャンフレのテーゼは必ずしも強固な実証

で支えられているわけではないか, クラークが同

じ時期のデモノロジーに同じ民衆の文化的慣習の

改革の戦略を発見していることは,前 者のテーゼ

を支持する一つの材料になるだろう
1・ ク ラーク

によれば, デモノロジーの文献には,『鉄槌』や

ワイヤー, ボダンなどの裁判マニュアルや知識ノ、

の間での論戦として書かれたものとは違うタイブ

の出版物が存在した そ れらは,民 衆への説教や

平信徒と牧師との対話の形式を取った伝道的 ・教

導的な書物で,特 にプロテスタントに顕著である

が, カ トリックにも共通に見られる こ のタイプ

の民衆向けのデモノロジーにはサバ トの記述や自

然哲学のテクニカルな議論は含まれておらず,病

気 ・家族や家畜の死 。作物の被害などの不幸な出

来事が起またときの正しい解釈と対処の仕方に重
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点が置かれていた。これらの不幸は神のメッセー

ジであり,犯 した罪に対する罰であるか,信 仰が

試されているかであると解釈 しなければならな
い.そ の不幸に対 して, これまでよく行われてい

たように,村 の民間魔術師の所に行って不幸がこ

れ以上起きないょぅに魔術で守ってもらうのは最
も間違った対処の仕方である。その魔術師は悪魔
の手先であって,不 幸が起きたからといって彼に

頼るのは悪魔が仕掛けた民にはまって信仰を失う
ことになるからである.ミ デルフォートが示すよ

うに, このロジックは一方で,不 幸が起きたとき
に人がしなければならないのは,魔 女を焼き殺す
ことではなく自らの行いを反省することでぁる,
という魔女狩りを止める方向にも働いた.し かし
またその一方で,村 の民間魔術師に守ってもらう
という手段を禁 じられた民衆に残された身を守る

有効な手段は法廷に訴えることでぁり,多 くの民
衆向けデモノロジーも告発と法による裁きに頼る
ことを勧めてぃる.次 々と家畜が奇妙な死に方を
し,雹 で作物が全滅するのをまのあたりにして,
ヨブのようにじっと耐えて神を信じるよりも,魔

女を告発 してそれ以上の被害を食い止めるほうが,
より多 くの平信徒にとって説得力がある対処の仕
方であったとぃぅ想像は不自然なものではないだ
ろう

ミュシャンブレやクラークのモデルは,民 衆か

らの魔女告発がェリートが持っていたデモノロジー

とは独立に行われつっも,絶 対主義や宗教改革 ・

反宗教改革などのエリー トのイデォロギ_の 産物
であるといぅデリケー トな議論を立て,近 代初頭
のヨーロ、ンパ社会がェリー トの新しい価値観を受
け入れてぃくプロセスの中に魔女狩りを定位して
いる.平 信徒はミサに出ていればょぃとぃう特別
な機会における 「身振り」を強制する宗教から毎
日の事態の解釈の仕方を教えようとする 隔と、」を
夕~ゲ ットにした宗教へ,個 人や個々の共同体が

独自に解釈し維持する秩序の観念から国家が均―

E1dftD lfft= - rr .z,." (ffi7F)

に与える法に基づいた秩序の観念へと移行 した時
代に,新 しいェリートの文化を受容 した民衆たち
は魔女を告発 しはじめる, といぅ彼 らの議論は説
得力がある.ま た,彼 らのモデルの大きな長所は,
ローカルなファクターではなく,両 宗教改革のイ
ンパクトゃ国家の建設,そ してェリー トの文化規
範の浸透など,総 じてョーロッパ全体に広 く見ら
れる現象をもとに魔女狩りを説明 しよぅと試みて
いる点である.バ ークが言うように, これまで蓄
積された緻密な地域別のモノグラフをもとに,魔
女狩りをヨーロッパ全体の現象として論 じる時期
は熟 している。).彼 らの 「文化変容」のモデルは,
その糸□として重要であろう。

3.魔 女狩 りの衰退

17世紀後半から18世紀初頭にかけて,始 まった

時と同じよぅにヨーロッパ各国でほぼ足並みをそ
ろえて魔女狩りは衰退 し終焉する4υ.こ の衰退を
説明することは,「不在」を説明することの原理
的な難しさにつきまとわれ,研 究がもっとも進ん
でいない領域である 特 に魔女狩りの衰退の研究
を難 しくしてぃる事情は,魔 女狩りは総 じて 「静
かに」消えていったとぃぅ事実である。17世紀か
ら18世紀にかけての魔女の実在への反駁や魔女狩
り法の撤廃などの法の改正は, いずれも各地域で
の現実の魔女狩りがはっきりと衰退 した後,あ る
いは絶えた後で現れている 特 に法の改正が魔女
狩りにとどめを刺したことは確実だが, なぜ魔女
狩りが衰退したかとぃぅ問題はこれらの衰退の後
にやってきたファクターによっては説明できない

また上に論じてきた多くの優れた研究も魔女狩り
の発生のメカニズムを説明するのに力を注ぐあま
り,衰 退の問題に触れることが少ない.

この衰退を引き起こしたのは主としてェリート
の側であるといぅ点に関しては歴史家たちは合意
している 1661年 の ドイッで民衆の集団抗議が魔
女狩りを止めた劇的な例もあるが,魔 女狩 りに対
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する 「下からの」反対を認めるのは難しいし,18

世紀に入っても発生した魔女だと疑われた人間の

リンチの例が示すように,不 思議な手段で危害を

加える人間に対する恐怖は教養あるエリートより

むしろ民衆において長く残った。民衆が魔女狩り

の衰退に果たした役割は決して大きくはないだろ

ぅ43 ) .

エリー トの態度の変化のうち,最 も直接的に魔

女狩りを止める効果があり, また最も確実にたど

ることができるのは,法 廷での手続きに関する変

化である。魔女裁判において有罪を実証するのが

きわめて難 しいことは,魔 女狩りの初期から一貫

して法律家たちが警告してきたことである 16・

17世紀の魔女裁判の被害者の多くは当時の裁判の

基準に照らして不十分な証拠のもとに処刑された

のであって,パ リの高等法院のように裁判と審間

の基準が厳格に守られた法廷では,有 罪判決の割

合は劇的に低い.そ してパ リ高等法院は地方の裁

判所を統括する機関として,地 方の法廷で杜撰な

基準で行われている魔女裁判に対し17世紀のごく

始めから一貫 して憂慮を示し,下 級の法廷により

厳密な基準を適用するよう指導している パ リの

法廷の地方に対する支配 (これも絶対主義の 1コ

マである)が , フランス全体の魔女狩りを衰退さ

せたというアルフレッド・ソマンの説明は説得力

がある ま た17世紀後半のインク
゛
ランドではバー

バラ・シャピロが論 じるように,哲 学の領域で

の妥当な証拠の条件に関する基準の変化に連動し

て,法 廷における十分な証拠の観念の変化がよ

り厳密なものになったため,魔 女告発が有罪判

決に終わることが少なくなっている.も う一つ

の魔女裁判の衰退 に関する説得力がある議論

は, ミデルフォー トが提出した魔女狩りが自ら

が作 り出 したグロテスクな状況の重みに耐え

かねて崩壊 したとぃぅ解釈である 南 西 ドイッ

においては,拷 問と自由の連鎖反応で大規模な

大量処刑が起きたあとで魔女狩りが終焉する, と
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いうパターンを示す.上 にも述べたように, こ

の集団処刑では魔女のステレオタィプが崩れ,パ

ニックが進むに従 って上層のェリー トも処刑さ

れる こ の異常な事態を前にして,人 々は自らが

してきたことに対する自信を喪失 し,代 わって魔

女裁判の正しさに対する深刻な疑いを持つように

なる, というのが ミデルフォー トのシナリオであ

る44 ) .

しかし,魔 女狩りの衰退を説明するには, これ

らの裁判記録に基づいて歴史家が安全に議論でき

る領域だけを見ていたのでは不十分であるという

ことも歴史家たちが一致 して認めることである

法廷の外でも, エ リー トたちの中で魔女術に関す
°

る懐疑的な態度は徐々に支配的になってきた。 し

かしこの問題が難 しいのは,一 握りの無神論者や

唯物論者を別にすれば, ェリー トたちの多くは悪

魔の働きや魔女術の実在を根本から否定 したので

はない, といぅことである。彼らは単に日常の出

来事を悪魔や魔女に帰す習慣を失ったのである.

多少のカリカチュアを許 してもらえば,神 学上の

問題として魔女や悪魔が存在するかと聞かれれば

イエスと答えた者たちが,村 の農民が子供の死を

魔女に帰 したときには一笑に付す習慣を身につけ

たのである.5)

この習慣の変化を引き起こした一っの重要なファ

クターだとされているのが,魔 女狩りが衰退する

17世紀後半に成熟する科学革命,特 に機械論哲学

が提出した世界観である 魔 女狩りの衰退と近代

科学の関係は,前 提されることが多く,正 面から

論じた優れた研究は少ない。ブライアン・イーズ

リーによるコペルニクスからニュートン以後まで

をカヴァーした野心的ではあるが仮説が先行して

いる観がある研究と, ロベール ・マンドルーのフ

ランスに焦点を当てたより説得力がある研究が主

たる成果である40.彼 らの議論のエッセンスは,

機械論哲学がかかげた秩序あり法則に従う世界と

いう思想は,世 界か らオカル トな力を追放 し,
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悪魔が通常の自然の過程から逸脱 した現象を作り
出す余地をなくしたばかりでなく,一 見異常で
あるかのよぅな現象においても機械論的な説明
が可能である, とぃぅ態度を生み出したとぃぅも
のである.特 に,1640年 代にデヵル トらによっ
て唱えられる機械論哲学が広まるのと, パ リの
高等法院が魔女狩 りに対 してょり懐疑的な態度
を示すよぅになる現象の間に因果関係があると
した, エ リー トのメンタリティの変化に関する
マンドルーの議論には一見かなりの説得力があ
る.

この解釈はしかし,多 くの問題を抱えてぃる.
まず, マンドルーのテーゼの核は,上 に触れたソ
マンによってほぼ完全に否定された。ソマンは新
しい資料の発見に基づいて,マ ンドルーの因果関
係はもとょリクロノロジーそのものを否定 し,パ
リにおいてはデヵル トが生まれたころから裁判官
たちは懐疑的であったこと,そ してこれはメンタ
リティの問題ではなくて裁判上のテクニヵルな問
題であったことを明らかにした ジ ュネーヴにお
いてもデヵル ト哲学が広まる前に魔女狩りは事実
上終焉してぃたことが報告されている17)ま た,
17世紀に機械論哲学を推進した大立者たち自身の
日から悪魔の介入の可能性の否定を聞くことが余
りにも少ないばかりでなく,我 々が持ってぃるの
はむしろ,上 にも触れたょぅにイングランドでは
ボイルを含めたロィャル ・ソサィェティの重要
なメンバーたちが魔女の実在を証明 したがって
いるといぅマンドルーらに明白に不利な証拠で
あり,パ ラケルスス, ァ グリッパ (ヮィャーの
師), ジョン・ゥェプスター (グランヴィルの論
敵)な どの自然世界におけるオカル トな力を積
極的に認めた魔術的な思想家が一貫 して魔女の
実在と力に反対 してぃるといぅマンドルーらの
シナリオに合わない事態である4の 機 械論哲学
が直接魔女狩りの衰退と魔女の実在に対する信
念の低下を引き起 した, とぃぅテ_ゼ を支える

EAfr D t:ltft= - D y ir (t+^)

証拠はきゎめて乏 しいとぃぅのが現在の状況であ
る

もちろん近代科学 vsデ モノロジーとぃぅ図式
は必ず しも20世紀の歴史家が彼らの頭の中だけ
で作り上げたものではない.18世 紀以来魔女狩
りは機械論哲学や近代科学のおかげで消滅した,
という意見は繰り返 し表明されてきた.1701年に
魔女狩り反対を唱えたクリスチャン・トマジゥス
は,魔 女の実在を信じるばかげた考えは,デ ヵル
トがスコラ哲学者の巣窟を破壊した結果消滅した
と書き, リチャー ド.ベ ントリーは1692年にロィ
ヤル ・ソサィェティの力と,ニ ュー トンやボィル
のような人々の努力で,魔 法使いのお伽話を信じ
る人間が減った, と近代科学を讃えてぃる●).こ

れらの証言はしかし歴史的事実として無批判に受
け入れられるべきではなく,魔 女狩りを止め新し
い心性を獲得 した人々が,新 しい習慣に文化的
な妥当性を与えよぅとしたときに,機 械論哲学
にその根拠を求めたのだと解釈するべきでぁる.
ベントリーが史実に反してボィルとロィャル・ソ
サイエティの名前を出しているのは, この科学の
役割が 「正当化」のそれであったことを象徴して
いる。

科学を 「魔法使いのお伽話」と対置させるのは
広い意味での 「啓蒙主義」と呼べる現象である.
民衆の俗信や過度に信心深い人間の迷信への啓蒙
主義の攻撃と椰楡はょく知られており, このイデ
オロギーの内部の魔女の問題をめくる力学―トー

リー対ホィッグ,ェ リー トと民衆のギャップ,無
神論への警告など―についてはすでに幾つかの優
れたモノグラフがあり, 大規模な研究の近刊も予
告されている5の.ぉ そらくこの領域での確実な研
究が,啓 蒙主義が定着する以前に始まった魔女狩
りの衰退に光を投げ掛けると同時に,魔 女狩りの
衰退を可能にした新 しい心性を明らかにすること
で,啓 蒙主義そのものの前史にっぃても新しい知
見を得ることができるだろう 啓 蒙主義のイデ
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化 学 史 研 究

オロギーと世界観がロックやニュートンやヴォル

テールたちの知的巨人によって定式化される半世

紀近く前から,エ リー トたちは 「脱魔術化Jさ れ

た世界に住み,そ の世界に相応しい習慣を身につ

けていた, という仮説を立ててみることができる

と筆者は考えている.

それなら何が彼らの世界を脱魔術化したかとい

う問題は, きわめて手強い ト マスが20年前に書

いているように,一 見するとヨーロッパのエリー

トたちはさしたる根拠もなしに世界に対してオプ

ティミスティックな態度をとるようになり,人 間

の力を超えた邪悪な悪魔や魔女の脅威に怯えるこ

とを止めたのである。そしてこの問題に関する歴

史家の知識は,管 見が及ぶ限りではトマスから殆

ど進んでいない こ の問題に答えるには,デ モノ

ロジーの思想史 ・魔女裁判の社会史などの確実な

歴史研究ができる領域ではなく,「習慣 ・行為の

歴史」と言うべき困難な漠然とした領域に踏み込

むことが必要だろう。

結   び

魔女狩り研究は多くの興味深い論点を生み出し

てきたと同時に, まだわかっていない大きな問題

を沢山持っている研究領域である 特 に衰退の間

題や魔術思想 。機械論哲学との関係などを筆頭に,

科学史研究が貢献できる豊かな可能性があり,向

後の科学史家の興味が上昇することを期待してい

る

一方科学史研究も,魔 女狩り研究の進展のモデ

ルから大いに学ぶことがあるように思われる 科

学理論の思想史的な研究だけでなく, その理論が

どのように応用され社会にどのようなインパクト

を与えたのか,理 論が科学者の机の上や実験室か

ら現実の社会へととのような経路をたどって出て

いったのかを研究することが必要であるという認

識は,広 く科学史研究者に受け入れられて久しい.

デモノロジーという理論的システム,法 廷という

アヽ01 20  卜I。 1

社 会的機関,社 会 ・経済的な背景,そ してエ リ
ー

トの文化が より広い社会の中で機能す るときどん

な振 る舞 いをみせるか,な どさまざまなファクター

を総合 して魔女狩 りを研究 しよ うという近年の洗

練 された態度 は,科 学の応用の問題を考えるとき

に科学史研究が大 いに参考にで きるものだろう

半世紀近 くも前 に,バ ターフィール ドは近代科学

の誕生 に較べれば,ル ネッサンスも宗教改革 もヨー

ロッパ とい うコップの中の嵐 に過 ぎなか ったと書

いた。科学史が知識人の書斎や大学や実験室など

のイヽ さな コップの中の嵐を記述するにとどまらず,

広 く社会の中の科学の実践を記述す るためには,

科学理論 と応用のギ ャップについて, そ して応用

が成功す る条件について,充 分洗練 されたモデル

を作 る必要 があるだろう こ の近年多 くの貴重な

貢献 を見ている 「科学の社会史」の領域において,

この小稿が紹介 した魔女狩 り研究が提出 した洗練

されたモデルが何 らかの役割を果たす ことを祈 っ

て いる.
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The study of u, i tch_hunting in early modern
Europe has made a r". . ,  

"Lo"xr^ 
:_^'__-- '

these trventy years c 

remarkable progress In

been shed on irs ."1'*,i;.1,J"*'ir.:,::5
and inte l lectual  background.  The 0. .*" ,paper at lempts to r ,
though r-provo*t"; iliTJ;."""" r;i' ff::l ec tua l  ou t looks  o f  demono log l , ,  t i . , " .oc ru l
dynamics  o f  the  accusat ion  o f  w i tches ,  andthe dectine of witch-hunrin, F;ii;*;*the recent histor iographical  t rend, th. . .
vlewer has iaid stre
was an inteliecruauy'J:,jlltr::I"#':i:
early modern iearned world-view unO ,i",wrtch-hunting was an integral part of ,;. ;;*,outlooks of the society in Europe, in.t."a-of
looking at them as a vestrge of medieval
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mrnd and society. There q,ere cases where
demonologl, perfect lv squared with the
expenmenta l  and scren t i f i c  research ,  andaccusattons of witch were often tr iggered bvmodern ejements in the Europ."n ,oJ,-. irr-".*
the emergence of individualrsm, ,f-r" p.""r. .
tron of the 6l i te cultural code into the viLlar"
socrety. Accordingly, the decl ine 
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," irch ;; ; t :

rng  
.  

u r " r  no t  a  s imp le  t r iumph o f  modern ,
crrt ical,  scienti f ic and enl ighten"a _lni o"u.
s u p e r s t i t i o u s  a n d  f a n a t r c  n r p d , , t i t , .  D ^ . u -
seems more o,"".,lij'';io";i;,,ffr;r..;j
decl ine to the emerg.ence of a new cultural
habit among the learned 6l i te in the lateseventeenth century. The content and back_ground of the new habit remain to b; ir_vestrgated.
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